
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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秋
の
日
の
陽
ざ
し
明
る
き
街
を
ゆ
く

気
持
ち
よ
い
風
身
に
受
け
な
が
ら
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

度
の
強
き
老
眼
鏡
に
か
け
か
え
て

明
け
方
ま
で
読
む
雨
宮
処
凛
　
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

泣
き
や
ま
ぬ
赤
子
抱
き
て
頬
寄
せ
る

ほ
ん
の
り
甘
く
乳
の
香
は
す
る
　
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

姉
妹
五
人
集
え
ば
ふ
る
さ
と
懐
し
く

子
ど
も
の
頃
の
話
は
つ
き
ず
　
　
　
　
　
　
　
緑
1

平
井
　
隆
恵

四
五
日
で
ミ
ニ
菜
園
に
芽
が
出
る
と

期
待
し
な
が
ら
そ
っ
と
水
や
る
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

信
濃
路
の
コ
ス
モ
ス
街
道
ひ
と
り
旅
　
　
　
　
南
5

中
山
　
明
子

夕
の
日
の
森
に
差
し
を
り
霹
時
雨

桜
1

奥
山
　
賢
助

秋
霹
の
こ
の
世
最
後
の
声
出
せ
り
　
　
　
　
　
里
　
　
秋
本
と
め
み

父
生
誕
百
一
年
の
霹
し
ぐ
れ
　
　
　
　
　
　
　
桜
6

小
谷
　
宜
子

秋
雲
の
戦
場
ヶ
原
自
転
車
で
　
　
　
　
　
　
　
本
3

菊
地
原
武
昭

国
際
線
最
終
コ
ー
ル
星
走
る
　
　
　
　
　
　
　
桜
4

平
　
良
治

雨
止
み
し
幹
の
半
ば
に
秋
の
霹

坂
4

西
野
　
定
雄

長
き
夜
の
ひ
と
つ
の
音
も
な
か
り
け
り
　
　
　
里
　
　
田
中
ト
ミ
子

猛
暑
か
ら
急
転
直
下
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

ド
ラ
イ
ブ
に
車
も
山
も
紅
葉
い
ろ
　
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
実

夢
に
見
る
母
の
手
料
理
ふ
る
さ
と
を
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

ゴ
ー
ヂ
ャ
ス
に
い
と
こ
と
行
っ
た
秋
の
旅
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

会
釈
し
て
譲
ら
れ
た
席
老
い
の
礼
　
　
　
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

嘘
一
つ
つ
い
た
胃
の
腑
が
重
く
な
る
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

履
き
慣
れ
た
シ
ュ
ー
ズ
で
秋
を
散
歩
す
る
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子
　

夏
過
ぎ
て
そ
ろ
そ
ろ
旅
の
話
な
ど
　
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

平
成
20
年
分
の
年
末
調
整
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
年
末
調
整
関

係
資
料
を
事
前
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
関
係
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
送
付
し
た
書
類
に

不
足
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
説

明
会
会
場
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

11
月
20
日
（
木
）
午
後

2
時
か
ら

場
　
所

鳩
ヶ
谷
市
役
所
2
階
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム

問
合
せ

川
口
税
務
署
1
2
5

2
・
7
2
1
0

11
月
10
日
か
ら

川
口
市
内
の
ス
ー

パ
ー
等
20
店
舗
で

レ
ジ
袋
の
無
料
配

布
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
た
め
、

川
口
市
内
で
の
お
買
い
物
は
マ
イ

バ
ッ
グ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

川
口
市
廃
棄
物
対
策
課

1
2
2
8
・
5
3
7
0

※
鳩
ヶ
谷
市
に
お
い
て
も
、
レ
ジ

袋
削
減
に
向
け
た
施
策
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。（
問
い
合
せ
は
、

鳩
ヶ
谷
市
廃
棄
物
対
策
課
1
2
8

1
・
5
0
4
3
）

21
年
5
月
21
日
か
ら
「
裁
判
員

制
度
」
が
始
ま
り
、
そ
の
第
一
歩

と
し
て
、
今
年
、
初
め
て
の
裁
判

員
候
補
者
が
誕
生
し
ま
す
。
候
補

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
年
末
に
裁
判

所
か
ら
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
は
、
有
権
者
の

中
か
ら
毎
年
新
し
く
誕
生
し
ま

す
。
あ
な
た
も
、
未
来
の
裁
判
員

候
補
者
で
す
。

問
合
せ

さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所

裁
判
員
係
1
0
4
8
・
8
6
3
・

4
1
1
1

認
知
症
家
族
の
体
験
談
の
講
演

と
皆
さ
ん
の
思
い
を
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
　
時

11
月
20
日
（
木
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

講
　
師

新
井
雅
江
氏
（
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
埼
玉
支
部
川
口
）

定
　
員

30
人
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・
1
2

5
0年

末
年
始
の
休
日
を
除
く
、
毎

日
開
所
し
て
い
ま
す
。

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
要
介

護
・
要
支
援
の
高
齢
者
を
リ
フ
ト

バ
ス
等
で
送
迎
を
し
て
、
日
常
動

作
訓
練
・
給
食
・
入
浴
な
ど
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
見
学

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ

市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
」
1
2
8
7
・

1
0
0
0

日
　
時

11
月
23
日
（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
5
時

内
　
容

司
法
書
士
に
よ
る
労
働

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談

会
1
0
4
8
・
8
7
2
・
8
0
5

5
（
当
日
の
み
通
話
が
可
能
で
す
）

問
合
せ

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協

議
会
・
今
井
t
1
0
4
9
・
2
2

8
・
7
2
8
8

年
末
調
整
説
明
会

司
法
書
士
に
よ
る
電
話
相
談
会

労
働
ト
ラ
ブ
ル
1
1
0
番

第
6
回

認
知
症
予
防
教
室

納付書を納期限の10日前頃、事業場
あてに送付しますので、最寄りの金融
機関にて納付をお願いします。

問合せ 埼玉労働局労働保険徴収課
適用係1048－600－6203

川
口
市
で
レ
ジ
袋

無
料
配
布
中
止
し
ま
す

「
裁
判
員
制
度
」
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す

市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
利
用
者
募
集



事
務
局
1
0
4
8
・
8
6
3
・
4

1
1
1

日
　
時

11
月
14
日
（
金
・
県
民

の
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

雨
天
決
行

場
　
所

埼
玉
高
速
鉄
道
㈱
浦
和

美
園
車
両
基
地
（
浦
和
美
園
駅
下

車
徒
歩
7
分
、
駐
車
場
な
し
）

内
　
容

運
転
席
体
験
、
保
守
点

検
車
両
や
洗
車
機
内
の
電
車
乗

車
、
鉄
道
模
型
コ
ー
ナ
ー
な
ど

費
　
用

無
料
　

問
合
せ

埼
玉
高
速
鉄
道
㈱
施
設

ナ
ー
名
、
住
所
、
氏
名
、
参
加
者

人
数
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
県

消
防
防
災
課
地
震
対
策
担
当
ま
で

（
〒
3
3
0
蝟
9
3
0
1
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高
砂
3
〜
15
〜
1
、

1
0
4
8
・
8
3
0
・
3
1
7

3
、
F
A
X
0
4
8
・
8
3
0
・

4
7
7
9
、
メ
ー
ルa3165-07@

pref.saitam
a.lg.jp

）

日
　
時

11
月
21
日
（
金
）
午
後

6
時
半
か
ら

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

出
演
者

三
遊
亭
円
丈
、
鏡
味
仙

志
郎
（
太
神
楽
）、
柳
家
喬
四
郎
、

林
家
た
け
平
、
春
風
亭
一
左
、
古

今
亭
だ
ん
五

参
加
費

2
0
0
0
円
（
予
約
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
t
1
2
8
5
・
6
2
0
8

県
で
は
、
東
京
都
市
圏
に
お
け

る
広
域
的
な
交
通
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
、
10
月
か
ら
11
月
に
交

通
実
態
調
査
（
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
）
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
対
象
の
ご
家
庭
に
、
調
査

票
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

県
都
市
計
画
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
5
3
4
3

受
付
期
間

11
月
21
日
（
金
）
〜

12
月
12
日
（
金
）
期
間
内
の
消
印

有
効
。
電
子
申
請
は
11
月
21
日

（
金
）
〜
12
月
11
日

（
木
）
午
後
5
時
ま
で

試
験
区
分

1

類

（
40
人
）
2
類
（
5
人
）

3
類
（
21
人
）
※
す

べ
て
男
性
。

試
験
日

21
年
1
月
25
日
（
日
）

申
込
み

武
南
警
察
署
お
よ
び
各

交
番
で
配
付
す
る
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

武
南
警
察
署
1
2
8

6
・
0
1
1
0
ま
た
は
県
警
察
採

用
セ
ン
タ
ー
1
0
1
2
0
・
3
7

3
5
1
4

日
　
時

11
月
17
日
（
月
）
〜
23

日
（
日
）
午
前
8
時
半
〜
午
後
7

時
、
た
だ
し
、
22
日
（
土
）
・
23

日
（
日
）
は
、
午
前
10
時
〜
午
後

5
時

内
　
容

電
話
に
よ
る
相
談
1
0

5
7
0
・
0
7
0
・
8
1
0

問
合
せ

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
1
0
4
8
・
8
6

3
・
9
5
8
9

こ
の
制
度
は
、
個
人
事
業
主
ま

た
は
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業

を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ
れ
た
場

合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再

建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か

じ
め
準
備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ

た
も
の
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
共
済
相
談
室
1

0
5
0
・
5
5
4
1
・
7
1
7
1

部
1
0
4
8
・
8
7
8
・
6
8
6

6
（
平
日
の
み
）

日
　
時

11
月
28

日
（
金
）
午
後
1

時
〜
4
時
半

場
　
所

埼
玉
会

館
小
ホ
ー
ル
（
浦
和
駅
下
車
）

内
　
容

講
演
＝
福
和
伸
夫
氏

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
）ほ
か
、

建
築
士
に
よ
る
無
料
耐
震
診
断
等

定
　
員

4
5
0
人
（
抽
選
）

申
込
み
・
問
合
せ

11
月
7
日

（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
、

F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
セ
ミ

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
方
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

さ
い
た
ま
検
察
審
査
会

11
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今
年
の
見
沼
代
用
水
の
「
光
の

回
廊
」
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
秋
の

澄
み
き
っ
た
空
気
の
中
で
一
段
と

輝
き
を
増
し
、
心
か
ら
感
動
し
た
。

さ
て
、
見
沼
代
用
水
に
は
、
生

活
に
密
着
し
た
多
く
の
橋
が
架
か

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
興
味
を
引

か
れ
た
の
は
「
あ
い
ぞ
め
橋
」
だ
。

て
っ
き
り
「
愛
染
橋
」
と
思
い
、

随
分
、
粋
な
名
前
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
本
当
は
、「
藍
染
橋
」
が

正
解
で
あ
る
。

「
あ
い
ぞ
め
橋
」
の
由
来
は
、

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
こ
の
近
辺

に
見
沼
代
用
水
の
清
流
を
利
用
し

た
紺
屋
（
こ
う
や
・
藍
染
屋
）
が

数
多
く
営
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
鳩
ヶ
谷
の
藍
染
め
は
、
見
沼

代
用
水
が
開
疎
（
1
7
2
7
年
）

さ
れ
て
間
も
な
く
、
川
村
甚
右
衛

門
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
昭
和
初
期
に
至
る

ま
で
鳩
ヶ
谷
の
紺
屋
は
大
い
に
発

展
し
た
。
橋
の
名
前
か
ら
も
往
時

の
隆
盛
が
偲
ば
れ
る
が
、
現
在
の

「
あ
い
ぞ
め
橋
」
は
、
残
念
な
が

ら
昭
和
58
年
の
見
沼
代
用
水
改
修

に
よ
る
新
橋
で
あ
る
。

昭
和
60
年
の
市
地
図
上
で
は
、

上
流
か
ら
主
な
も
の
で
、
浦
寺
橋
、

ほ
た
る
橋
、
的
場
橋
、
吹
上
橋
、
富

士
見
橋
、
浅
間
橋
な
ど
18
橋
を
数

え
る
が
、
昭
和
28
年
の
鳩
ヶ
谷
町

図
で
は
、
わ
ず
か
に
7
橋
で
あ
る
。

こ
の
約
30
年
間
に
、
鳩
ヶ
谷
の

ま
ち
づ
く
り
が
進
み
、
ま
た
、
見

橋
も
の
が
た
り

沼
代
用
水
に
も
三
面
舗
装
さ
れ
る

と
い
う
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
る
。

市
内
に
は
、
見
沼
代
用
水
開
疎

の
50
年
以
上
も
前
の
石
橋
の
石
材

が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
坂
下
町

3
丁
目
バ
ス
通
り
に
あ
る
「
と
ん

ぼ
橋
」
で
、
昭
和
53
年
の
平
柳
用
水

改
修
工
事
で
発
見
さ
れ
た
。
橋
の
名

前
の
と
お
り
、
水
を
大
切
に
し
、
自

然
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
当
時

の
農
村
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

さ
わ
や
か
な
季
節
。
散
歩
の
途

中
で
、
見
沼
代
用
水
の
清
流
に
遊

ぶ
子
ど
も
達
の
大
き
な
声
や
紺
屋

で
働
く
往
時
の
人
々
の
姿
を
思
い

描
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

鳩
ヶ
谷
は
市
の
区
域
全
て
が
歴

史
博
物
館
で
あ
る
。
今
後
も
、
鳩

ヶ
谷
の
歴
史
遺
産
や
住
時
を
偲
ぶ

景
観
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
に
ご
協
力
を

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
ら
ご
出
席
を
！

第
3
回
警
察
官
募
集

第
30
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

埼
玉
高
速
鉄
道
㈱

「
車
両
基
地
見
学
会
」

小
規
模
企
業
共
済
制
度

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間

地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー


